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第64代幹事挨拶　L 鈴木一成

第1533回6月第１例会「メンバースピーチ」 　　6月4日　富士商工会議所4Ｆ

第64代会計挨拶　L 室月孝康

新三役の皆様 1 年間　頑張ってください！

新三役の皆様　ご活躍　期待してます！

第63代会長挨拶　L 望月寿男

第63代幹事挨拶　L 増根好夫 第63代会計挨拶　L 佐藤正一

1 年間振り返ってお礼の挨拶

　6月第1例会はメーンバースピーチでした。また、今年度は最後
の商工会議所での開催でした。
　最初に入会式が行われ L倉裕則と L金岡元一が新たに我がライオ
ンズクラブの一員となりました。
　メンバースピーチではＬ内田武が、熱中症対策が今年６月から
義務化される件について話しました。
　Ｌ渡辺崇文のメンバースピーチは今年６月にせまった吉原祇園祭
りについて経験談を面白おかしく話しました。
　今年度最後の昼食タイムは、なんと鰻でした。ライオンテーマの
Ｌ田中大輔いつも美味しいお弁当1年間ありがとうございました。

この度、2025-2026 年度富士吉原ライオンズクラブの会計に就任いたしました室月
孝康でございます。
このような大役を仰せつかり、身の引き締まる思いでございます。歴代の会計の皆さま
が築き上げてこられた堅実な会計
運営を引き継ぎ、誠心誠意努めてまいる所存です。
ライオンズクラブの活動は、地域社会への奉仕を中心に多岐にわたります。その活動を
健全に推進していく上で、会計は
非常に重要な役割を担っていると思います。メンバーの皆さまからお預かりする貴重な
会費や寄付金が、最大限に社会貢
献にいかせるよう、正確な会計処理を心がけてまいります。

不慣れな点も多々あるかと存じますが、諸先輩方のご指導ご鞭撻を仰ぎながら、またメンバー皆さまのご理解とご協力を
賜りながら、勝亦会長が掲げましたスローガンWe Serve「友・遊・裕・優」You will serve を全うしてまいります。
一年間、どうぞよろしくお願いいたします。
最後に、入会16 年目にしての大役の機会を与えてくださった勝亦会長をはじめ、メンバーの皆様に心より感謝申し上げます。

富士吉原ライオンズクラブ第６４代幹事を仰せつかりました鈴木一成です。
勝亦会長のスロ－ガンであるWe Serve「友・遊・裕・優」You will 
serve を念頭に置き、室月会計、工藤、伊澤両副幹事と共に勝亦会長を支え
つつ、メンバ－の皆様と充実した
一年間の活動が出来るよう務めて参ります。
執行部・各委員長・メンバ－の皆様、何卒ご支援・ご協力の程、宜しくお願
い致します。

富士吉原ライオンズクラブの会計の任を終え
ることとなりました。微力ではございました
が、クラブの円滑な運営に少しでも貢献でき
たのであれば幸いに存じます。
在任中は、会長・幹事のお二人をはじめ諸先
輩方やメンバーの皆さまに温かく支えていた
だき、無事に務めを果たすことができました
こと、深く感謝申し上げます。また、至らぬ
点も多々あったかと存じますが、寛容なお心
で見守っていただき、本当にありがとうござ
いました。
私としては準備期間を含めたこの 1 年半はと
てもいい経験であり楽しい時間でした。
これからは一会員として、引き続きクラブの
活動に協力してまいります。今後とも変わら
ぬご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願
い申し上げます。
最後に、新たな三役の皆さんのご活躍を心よ
り祈念し、退任の挨拶とさせていただきます。

第６３代幹事を務めさせていただきました増根
です。
準備期間を含めこの 1 年半の間、重責から不安
が頭から離れないことは一度もありませんでし
たが、執行部、各役員、事務局、そしてメンバー
の皆々さまのお力添えをいただけたおかげで、
なんとかゴールまでたどり着くことが出来まし
た。
　“一生懸命に事をなしていれば必ず誰かが手を
差し伸べてくれている“という事を実感し絆を
深めることが出来た一年でもありました。心よ
り感謝申し上げます。
昨年就任時の挨拶で“皆さんと共に充実して楽
しめる1年間に出来れば”と申しました。
どこまで実現できたか怪しいところもございま
すが、私自身は大変充実した時間を過ごさせて
いただきました。
本年度経験させていただいた経験と知識を今後
のクラブ運営に活かせる様、引き続き努力する
所存です。（まずは、この１年間で増えた体重と
胴囲を元に戻し動ける体を取り戻すところから
始めたいと思います！）
一年間、多大なるご指導、ご協力を賜り本当に
ありがとうございました。

この一年間、富士吉原ライオンズクラブ第 63 代
会長として務めさせていただきました望月寿男で
す。おかげさまで無事に任期を終えることができ、
クラブの皆様に心より感謝申し上げます。
2024-2025 年度は、コロナ禍から本格的に日
常が戻り、私たちの奉仕活動や例会が活気を取り
戻した一年でした。掲げたスローガン「『Let’s 
Share ！』わかちあう喜びを感じあえるライオン
ズライフを！」のもと、世代を超えた絆と連帯感
が深まり、ライオンズとしての喜びを改めて感じ
られる活動が展開できたと実感しております。
特にこの一年の運営が滞りなく進んだのは、増根幹事の緻密で的確な調整力、佐藤会計の誠実かつ確かな財
務管理、そして各委員長・理事の皆さまがそれぞれの立場で全力を尽くしてくださったおかげです。日々の
準備や見えないところでのご尽力に、心から感謝申し上げます。本当にありがとうございました。
餅つき例会を始めとする社会貢献事業、新たに始まった南富士カントリークラブ跡地への環境保全のための
植樹事業、FYLV とベトナム事業に対する方向性の決定、伊豆長岡での忘年例会等、どの活動も皆さまのお
力なくしては成し得ませんでした。会員増強についても、L 清和久会員委員長を中心に、質にこだわった新
たな４人の仲間を迎え入れることができ、クラブに新しい風を吹き込むことができたと感じております。
そして、何より嬉しかったのは、メンバーの皆様が元気に、そして楽しみながら活動に参加してくださった
ことです。私自身も会長という大役を担わせていただき、数々の学びと経験を「わかちあう」ことができた
ことに、深い感謝の気持ちでいっぱいです。
最後になりますが、メンバー全員が健康で笑顔あふれる一年を過ごせたこと、そしてその中でクラブの奉仕
の精神「We Serve」を体現できたことは、何よりの喜びです。この一年のご協力、ご支援に心から御礼申
し上げますとともに、2025-2026年度の「勝亦丸」のさらなる飛躍を祈念いたします。
一年間、本当にありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“We Serve”


